
岡
山
市
北
区
磨
屋
町
九
│
十
八
　
岡
山
県
農
業
会
館

発 

行 

所
　
岡
山
県
畜
産
協
会

一
部
　
　
二
五
〇
円
（
送
料
共
）

年
間
　
一
五
〇
〇
円
（
送
料
共
）

定
価

おかやま畜産ひろば　ｈｔｔｐ：//ｏｋａｙａｍａ．ｌｉｎ．ｇr．ｊｐ/

高梁市　江草　真一さん（肉用牛）

も　く　じ

令
和
５
年
8
月
25
日
発
行
　
第
七
十
四
巻
第
五
号

岡
山
畜
産
だ
よ
り

令
和
五
年
八
月
号（
夏
季
号
）

（
第
七
十
四
巻
第
5
号
通
巻
七
〇
六
号
）

令
和
５
年
8
月
25
日
発
行

2023 8

〔県民局だより〕
　『千屋牛』育成牧場の
　飼養管理改善に向けた支援とその成果
　　　備中県民局畜産第二班 13

〔家畜衛生〕
　牛のクロストリジウム感染症とワクチン
　　　（一社）岡山県畜産協会　家畜衛生部 15

〔共済フレッシュさん〕
　産業動物獣医師として働き始めて
　　　美作家畜診療所　柴田　薫 17

〔畜産現場の声〕
　ICT技術の導入で効率化
　　　高梁市　江草　真一 18

〔酪農施策〕
　岡山県の酪農振興施策について
　　　岡山県農林水産部畜産課 1

〔トピック〕
　『事業性評価』の取組み
　　　日本政策金融公庫岡山支店農林水産事業 4

〔特集〕
　飼料価格等高騰に伴う岡山県内畜産の収益動向
　＜酪農経営編＞
　　　（一社）岡山県畜産協会　経営支援部
　　　　　　　高尾　奈々 6

〔技術のページ〕
　イアコーンサイレージの普及・定着を目指して
　　　畜産研究所　飼養管理研究グループ 11

残暑お見舞い
申し上げます

会 長　藤原　雅人

安全・安心な肉用牛・肉豚・鶏卵の生産農場

岡山JA畜産グループ

残暑お見舞い申し上げます

新見市哲多町田淵１６２６番地の１

岡山JA畜産株式会社 代表取締役 菱川大二郎

新見市哲多町田淵１６２６番地１

有限会社 哲多和牛牧場 代表取締役 谷田　　宏

畜産





1

　本県における畜産業の産出額は６８９億
円（令和３年）で、そのうち酪農部門は
１４８億円（全国９位）を占める重要な産
業となっており、畜産クラスター事業等の
活用により、規模拡大が進み、飼養頭数は
横ばいであるが生乳生産量は近年増加傾向
です（表１）。

表１　県内の生産動向

（農林水産省統計）

　しかしながら、令和２年からの新型コロ
ナウイルス感染症の拡大に伴う需要量減少
に加え、令和４年はウクライナ情勢や円安
等の影響による飼料費等の高騰により、生
産コストが上昇し酪農経営への影響が深刻
化しています。
　そして、令和５年もこの飼料の高止まりは
回復の兆しが見えておらず、国産飼料の利用
を増やすことが喫緊の課題です。
　このような中、令和３年度に策定した「岡
山県酪農・肉用牛近代化計画」においても重
点を置いている粗飼料自給率向上のため、稲
WCSや稲わらの活用などに取り組む必要が
あるため、耕種連携をさらに強化していると
ころです。
　さらに、飼料価格に対する国の支援を推進
するとともに、新型コロナウイルス感染症対
応地方創生臨時交付金を活用し、緊急的な負
担軽減支援を前年度に引き続き行っていま
す。
　一方で、中長期的な酪農の発展を見据え、
関係機関と連携を強化し、飼養管理技術の向

上等による生産性の向上や安全・安心な県産
牛乳を安定的に生産・供給するための担い手
育成、消費拡大等にさらに力を入れて取り組
んでまいります。
　本稿では、それらの事業内容を紹介します。

１　緊急支援事業
（１）飼料価格高騰緊急対策事業
　目的�：配合飼料価格高騰による生産コス

トの負担を軽減するため、補助金を
交付します。

　内容：
　ア　配合飼料購入負担額一律軽減
　　　補助単価：定額　6,600円/t以内
　イ　配合飼料価格安定制度積立助成
　　　補助単価：定額　200円/t
　対象期間：令和５年４月～９月購入分

（２）酪農経営維持緊急対策事業
　目的�：購入粗飼料等の価格高騰による酪

農経営への影響を緩和するため、飼
料自給率向上や生産コスト低減に取
り組む生産者へ補助金を交付します。

　内容：
　ア　�対象：24か月齢未満の乳用雌牛（未

経産牛）
　　　補助単価：10,000円/頭以内
　イ　�対象：24か月齢以上の乳用雌牛（経

産牛）
　　　補助単価：5,000円/頭以内
　対象期間：令和５年４月～７月

２　酪農振興事業
（１）持続的酪農支援事業【新規】
　目的�：飼料等の価格高騰等により新たな

〔酪農施策〕

岡山県の酪農振興施策について
岡山県農林水産部畜産課
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投資が難しい状況にあるため、酪農
経営を継続できるよう、施設の整備・
補改修及び機器整備、生産性の向上
に資する新技術の導入並びに担い手
対策を支援します。

　内容：①機器整備、施設の整備・補改修
　　　�生産性向上、県産飼料の利用、アニ

マルウェルフェアへ配慮した家畜の
飼養管理向上のための施設の補改修
及び機器整備の取組を支援

　　　②新技術の導入
　　　�簡易妊娠診断(PAG検査)等の新技術

の導入支援　　
　　　③担い手対策
　　　担い手対策の研修会開催等を支援

写真１　担い手研修会（令和５年度　真庭市内）

（２）乳用牛群総合改良推進事業
　目的�：牛群検定及びゲノム検査の推進に

より乳用牛の改良に努め、高品質な
生乳生産と低コスト生産による足腰
の強い経営体の構築を図ります。

　内容�：①牛群検定普及定着のための研修
会や農家指導、優良農家表彰等　②
円滑な牛群検定の推進、AT法の導
入による牛群検定の効率的な実施、
ゲノム検査を活用した効率的な牛群
改良の推進

（３）「みんなの牧場へ」ステップアップ事業
　目的�：公共育成牧場が効率的な飼養管理

ができる体制へ転換し、畜産農家の
経営安定を目指します。また、地域
内後継牛確保流通体制を整備し、県

産乳用後継牛増産への構造転換を推
進します。さらに、公共育成牧場及
び県内の牧場が食育の場として地域
貢献することにより、畜産業の理解
醸成を図ります。

　内容�：①公共育成牧場機能強化の推進、
施設等の整備・改修、草地の整備、衛
生対策の向上、預託牛の移動等　②
乳用後継牛の預託による育成　③酪
農家による後継牛生産と地域の酪農
家への流通の促進　④牧場体験等の
実施、訪問者用衛生対策設備の整備

写真２　育成牛舎のカーテン整備
　　　　（令和４年度　鏡野町内）

（４）ジャージーブランド強化促進事業
　目的�：関係機関がジャージー牛乳に係る

マーケティングに一体的に取り組む
ことでブランド強化を図るととも
に、高付加価値製品による収益性の
改善につなげます。

　内容�：①ジャージー牛乳・乳製品のマー
ケティング、普及啓発　②特色ある
生乳の生産体制の整備　③地域の協
力体制の構築

写真３　マーケティング座談会
　　　　（令和４年度　真庭市内）
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（５）衛生検査事業

写真４　乳汁検査

　目的�：関係機関が一体となり、衛生的な
搾乳手技や搾乳機器の管理等の指導
を行い、安全・安心な生乳の安定供
給を図ります。

　内容�：①県下全戸のバルク乳検査の実施
②重点指導地区における搾乳立会指
導、牛舎内環境の改善指導、乳房炎
原因菌の同定等　③地域検討会、農
家ミーティングの開催

（６）消費拡大
　学校給食用牛乳の供給事業でも利用され
ている「県産生乳100％認定制度」の普及
に努めます。
　また、牛乳乳製品の需要については、度
重なる物価上昇や飲用向け乳価の期中値上
げに伴い、全国的に牛乳乳製品の消費が低
迷しています。
　このため、４月にリニューアルされた、
まきばの館での消費拡大の啓発活動のほ
か、毎年６月の牛乳月間にあわせ、おかや
ま酪農業協同組合から贈呈された県産牛乳
や乳製品を有効活用した消費拡大キャン
ペーンに取り組んでいるところです。　
　今後も11月のミルクフェアをはじめ、国
や乳業団体等が実施する取組にも歩調を合
わせ、牛乳の持つ健康・機能面についても
ＰＲしながら県産牛乳乳製品の消費拡大に
努めます。

写真５　県産牛乳等の贈呈（令和５年６月２日）

写真６　おかやまミルクフェア2022
（令和４年11月３日）

３　支援体制
　平成20年から、おかやま酪農業協同組合、
岡山県農業共済組合、（一社）岡山県畜産
協会及び岡山県で構成する「岡山県酪農
経営支援チーム」において、農場の支援を
行っております。今年度は県酪農業の維持・
継続に資するため、支援チームの支援・指
導方針を昨年度の生産性向上、担い手育成
支援及び国産飼料の普及推進に関する項目
に、経営・技術支援を加え、関係機関・部
署の連携強化及び認識の共有を図り、必要
な時に必要な農場へ迅速な支援ができるよ
う取り組みます。

　これらの取組により、今後も繁殖、飼養
管理、乳質の改善に努め、収益性の向上を
図られるよう積極的な農家支援を行ってい
くとともに、担い手の育成
を推進し、本県酪農の持続
的な発展を目指します。
　引き続き皆様の御協力
をお願いします。
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　畜産をとりまく外部環境が著しく変化
するなか、日本政策金融公庫（以下、「日
本公庫」という。）では、県下の農業関係
機関の皆さまと連携を図り、畜産経営の
皆さまの経営維持・発展に向け取り組ん
でいます。
　特に昨年度からは、配合飼料価格や経
営に必要となる諸資材価格が高騰し、今
後の予測がつきにくいなか、どうやった
ら経営を維持できるのかという相談が多
く寄せられるようになってきました。
　一方、そのようななかでも積極的に次
の投資へと踏み切られる経営者もいらっ
しゃいます。
　では、社会情勢や経済の先行きなどが
予想しづらい状況で、我々金融機関や農
業関係機関の皆さまはどのように対処し
ていけば良いのでしょうか。

事業性評価融資とは
　ここで紹介したいのが、日本公庫にお
ける『事業性評価融資』の取組みです。
　一般的に事業性評価とは、金融機関が、
その企業の現時点での財務データや担保・
保証に必要以上に依存することなく、企
業訪問活動や経営相談等を通じて情報を
収集し、事業の内容やその企業の成長可
能性を適切に評価することをいいます。
　そして、事業性評価に基づく融資、『事
業性評価融資』とは、事業性の適切な評
価のもと、積極的に融資を行うとともに、
コンサルティング機能を発揮した濃密な
フォローアップに取り組み、企業や産業
の成長を支援する仕組みです。
　地域の人口構造や産業構造、さらに新

型コロナウイルスやウクライナ情勢、円
安など、社会環境が大きく変化していく
昨今の情勢下においては、それぞれの金
融機関が持つ目利き力を発揮して、取引
先である企業の「事業性」について、適
切な評価を行ったうえで融資や助言を行
い、その企業や地域産業の成長支援を進
めていく、『事業性評価融資』の視点が重
要であると考えられます。

経営ビジョンを明確に
　日本公庫の『事業性評価融資』におけ
る手続きの流れは、①借入等のご相談時
に、経営理念、経営の強み・課題（弱み）、
目指す経営の姿及び経営戦略を記入した
「経営ビジョンシート」を経営者が作成し、
②経営ビジョンシート等をもとに、日本
公庫からみた経営の強み・課題等を整理
したうえで、「事業性評価書」によりフィー
ドバックします。その後、③経営者が事
業性評価書を踏まえ、具体的な行動計画
を日本公庫と一緒に検討し、「経営発展プ
ラン」に取りまとめ、④日本公庫は経営
発展プランと通常の融資審査の結果を踏
まえて融資の可否を判断し、⑤経営発展
プランの実現に向けて継続的な経営支援
を行います。
　まず、経営ビジョンシート作成において
大事になるのが「経営理念」です。経営者
が自らの経営にあたって最も大切にしてい
る考え方を明文化したもので、経営者とし
ての自覚・覚悟が醸成されるとともに、家
族や従業員と共有することで組織の一体化
が図られます。また、組織の存在意義や社
会的な責任を対外的にアピールし、共感を

〔トピック〕

『事業性評価』の取組み
日本政策金融公庫岡山支店農林水産事業
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得る効果も期待できます。
　この経営理念のもと、自らの経営の強
み・課題、外部環境を踏まえ、経営者や
組織が目指す経営の将来の姿を具体化・
見える化したものが「経営ビジョン」です。
中長期的なスパンで目標達成手順や時期
をスケジュール化し、家族や従業員と共
有することで実現の可能性が高まるとと
もに、メインバンク等の関係機関と共有
することで、周囲からの支援も得やすく
なります。

経営戦略を明確化し経営発展へ
　経営者が保有する経営資源には限りが
あり、何を行い、何を行わないか、どの
ように強みを磨いていくか、ということ
を明らかにする必要があります。
　このため、「経営理念」、「経営ビジョン」
を具体化するための基本的な枠組みとし
て「経営戦略」を立てることが必要となっ
てきます。
　経営戦略は、自らの競争優位を維持・
継続させるための実現可能な方策（到達
目標）ともいえます。

　ここまでは経営者が自らの経営を振り
返り組み立てていきますが、次のステッ
プでは、金融機関が外部環境や内部環境
から経営戦略を分析したうえで、「事業性
評価書」に整理していきます。この「事
業性評価書」をもとに、今後の経営戦略
と戦略を実施するうえでの課題、具体的
な行動計画を経営者と日本公庫が一緒に
なって検討し、将来を見据えた「経営発
展プラン」にまとめます。それを関係者
と共有したうえで、いよいよ経営者は実
現に向けた行動に移していくことになり
ます。

継続的な経営支援
　このようにして組み立て、実行に移し

ていくこととなる計画ですが、予期しが
たい外部環境の変化などにより、必ずし
も順調に進むとは限りません。
　事業に取り組み始めてからは、定期的
な振り返りを行い、経営者と関係機関が
一体となって計画との乖離や新たに発生
した課題を的確に把握・共有し、解決に
向けて取り組んでいく必要があります。
　この目標達成に向けた振り返りと改善
に向けたサイクルは、Ｐｌａｎ（計画）、
Ｄｏ（実行）、Ｃｈｅｃｋ（確認・検証）、
Ａｃｔｉｏｎ（改善）の頭文字から、一
般的にＰＤＣＡサイクルとも呼ばれます。
　「計画」や「実行」と比べ、「確認・検
証」や「改善」はおろそかになりがちです。
ＰＤＣＡサイクルを確立させ、繰り返し
回していくことができるよう、関係機関
が継続的に連携したうえで支援していく
ことが重要です。

おわりに
　本稿では、日本公庫の事業性評価融資
の取組みを紹介してきました。昨今の外
部環境の先行きが予想しづらい畜産の現
場においては、前向き投資に限らず経営
安定に必要な資金相談においても、事業
性評価に準じる判断が必要となってきま
す。事業性を適切に評価するためには、
経営の軸となる経営者の将来的なビジョ
ンや戦略を明確にすることが大事であり、
経営者と十分に議論をする必要がありま
す。また、繰り返しになりますが、融資
をしたから終わりではありません。計画
達成に向けて、行政や農業団体、金融機
関など、各関係機関が専門性を発揮し、
密に連携を図りながら伴走型で支援して
いくことが最も重要といえるのではない
でしょうか。
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はじめに
　令和2年10月以降、 ウクライナ情勢に伴
う穀物価格の上昇や中国の飼料原料穀物
の爆買により、国内の飼料価格は上昇し、
その後もロシアや中国などの輸出規制、
原油・天然ガスなどの原料価格や輸送費
の高騰、円安による輸入コストの増加な
どが重なり、配合飼料や購入粗飼料の価
格が高止まりしており、畜産経営を圧迫
しています。 
　そこで、当協会で把握している経営デー
タを比較して、昨年度に引き続き、飼料
価格等の高騰が酪農の収益にどのような
影響を与えているかを分析しました。こ
のことにより、酪農経営が維持され、施
策や支援方針の一考となれば幸いです。
なお、より速い情報提供のため、青色申
告決算書を利用しており、経営毎に育成
牛の評価基準や費目への配分が異なる点
等について、統一できていないことをあ
らかじめお断りさせていただきます。

１．令和４年の酪農経営状況
（１）調査対象農家の内訳
　県内の過半を占めるホルスタインの家
族経営15戸について、令和2年から飼料価
格が上昇し始めた令和3年そして令和4年
の経営調査を行いました。内訳は表1.の
とおりで、経産牛飼養頭数30頭から50頭
未満の層が一番多くなっています。また、
自給飼料生産を行っていない経営は、15
戸中4戸となっています。

表1．集計農家の内訳

（２）調査対象経営の概要
　表２.の調査農家全体の経営概況を見ると、
令和2年から令和4年にかけて頭数、経産牛1
頭当たりの産乳量ともにほぼ横ばいで推移
しています。生乳1kg当たりの乳代に関して
は、令和4年11月の10円の乳価値上げを受け、
令和2年比で+1.4％、令和3年比で+1.1％増と
なっていました。経産牛1頭当たりの所得で
は、令和2年比で46.0％の減、金額にすると
108,367円/頭の減となっていました。
　なお、経産牛1頭当たりの飼料作付け面
積が令和3年の27.2aから令和4年に32.7aと
大きく増えているのは、調査対象農家の中
で、裏作を増やした農家と干拓地での利用
地が増えた農家がいたためです。

表2．全体の経営概況

（３）全体の収益
　上記の所得について、まず収入部門につ
いて表3.で見ていきます。経産牛1頭当たり
の産乳量の増と生乳1㎏当り販売価格が上
がったことで、生乳販売収入は増加しまし
た。また、副産物価格の下落を受け副産物

〔特集〕

一般社団法人岡山県畜産協会　経営支援部　高尾奈々

飼料価格等高騰に伴う
岡山県内畜産の収益動向＜酪農経営編＞
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収入は減少したものの、補助金等による雑
収入の増加で補われ、収入全体は5.5％の増
となりました。

表3．全体の経産牛1頭当たり収入

　続いて、費用部門について見ていきます。
表4.は、主要科目として、肥料費、飼料費、
動力光熱費を抜き出し、それ以外をその他
としています。近年の燃料・資材等の高騰、
特に飼料費では令和2年度比27.0％増加し
ていることで、費用全体では15.6％の増と
なりました。

表4．全体の経産牛1頭当たり費用

（４）�飼料自給率の違いが経営収支に及ぼ
す影響

　（公社）中央畜産会の酪農経営類型によ
ると、粗飼料DM自給率が40%以上の経営
を草地/耕地依存型、粗飼料DM自給率が
40%未満の経営を流通飼料依存型と分類
しています。今回の調査では、正確な粗
飼料DM自給率を算出できなかったため、
経産牛1頭当りの飼料作付延べ面積が20ａ
以上あれば、この基準を満たしていると
仮定し、20ａ以上の農家を「飼料自給率
の高い経営」、20ａ未満の農家を「購入飼
料依存型経営」とします。
　表5.の飼料自給率別の経営概況では、飼
料自給率の高い経営の場合、経産牛頭数
は令和2年比1.4％増、経産牛1頭当たりの
産乳量は2.5％減、生乳1kg当たりの乳代は

1.7％増、結果として経産牛1頭当たりの所
得は155,078円と40.6％の減となりました。
　一方、購入飼料依存型経営では、経産
牛頭数は令和2年比2.5％減、経産牛1頭当
たりの産乳量は3.8％増、生乳1kg当たり
の乳代は0.7％増で、経産牛1頭当たりの所
得は71,693円と61.2％の減となりました。
　2つの経営形態を比較すると、飼料自給
率の高い経営の方が、1頭当たりの収益性
も高く、所得の減少率も低いと言えます。

表5．飼料自給率別の経営概況
Ｒ2 Ｒ4 Ｒ2/Ｒ4

飼料自給率の高い経営

経産牛頭数 44.5頭 45.2頭 +1.4%

産乳量／頭 9,792㎏ 9,544㎏ △2.5%

乳代／㎏ 124.78円 126.88円 +1.7%

所得／頭 260,957円 155,078円 △40.6%

購入飼料依存型経営

経産牛頭数 44.2頭 43.1頭 △2.5%

産乳量／頭 8,948㎏ 9,287㎏ +3.8%

乳代／㎏ 126.03円 126.97円 +0.7%

所得／頭 184,918円 71,693円 △61.2%

　飼料自給率別の経産牛1頭当たり所得の
分布を表したものが表6.です。左が飼料自
給率の高い経営、右が購入飼料依存型経
営で、横棒の伸びが戸数を示しています。
所得分布は、全体的に下位層へと推移し
ていますが、飼料自給率の高い経営の方
が緩やかな傾向にあります。また、購入
飼料依存型経営では、令和4年で2戸が赤
字となっています。高所得を維持してい
た3戸は、いずれも乳飼比が低く、土地所
有面積が広い経営でした。
表6．飼料自給率別の経産牛1頭当たり所得の分布

　それでは、収入部門として表7.を見てい
くと、飼料自給率の高い経営は経産牛1頭
当たりの雑収入が218,746円であるのに対
し、購入飼料依存型経営では、152,732円
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となっており、自給飼料生産による水田
活用交付金等の補助金収入の影響が大き
いと考えられます。経産牛1頭当たりの金
額で見ると、飼料自給率の高い経営の方
が収入は多くなっていますが、増減率で
は経産牛1頭当たりの産乳量の増もあり、
購入飼料依存型経営の方が増加率は高く
なっています。

表7．飼料自給率別の経産牛1頭当たり収入

　費用の表8.では、購入飼料依存型経営は
肥料費等の飼料生産にかかる費用が無い
ものの、生産費の約５割を占める飼料費
の高騰の影響が大きく、費用の増加率が
高くなっていることが分かります。

表8．飼料自給率別の経産牛1頭当たり費用

２．令和５年の経営環境
（１）収入要因
　①乳価
　表9.として令和5年8月からの飲用・発酵
乳向けの10円値上げを反映させた乳価の試
算表を載せています。産乳量を令和4年と同
量と仮定した場合、経産牛1頭当たりの生乳
販売収入は1,312,792円と予想されます。
　なお、令和3年に比べ、令和4年の生乳1kg
当たりの乳代の上昇が低いのは、乳価の値
上げが11月からであったため、2か月分しか
反映されないためです。令和5年は、その分
に上乗せされるため令和4年比9.3％の増と
なっています。

表9．乳価試算表

　②副産物価格
　ホルスタインのヌレ子は令和4年同様、
令和5年も価格は低迷が続くと予想されま
す。交雑に関しては、令和4年6月頃から
価格が下落し始めたことを受け、和牛ET
産子への切り替えが増加しました。その
結果、市場に交雑が不足し令和5年は需要
の高まりから価格の回復が見込まれます。
　令和5年の副産物収入を試算するにあ
たっては、令和5年5月中旬までの市場平
均価格と令和4年の市場価格平均の増減率
に、調査対象農家5戸のR4出荷実績より
算定した出荷割合を掛けて、影響度を算
出しました。ホルスタイン雄ヌレ子は価
格の下落が大きかったこと、出荷割合も
高いことから、令和4年の経産牛1頭当た
りの副産物収入が94,257円であったのに対
し、令和5年は81,972円と予想されます。
　③雑収入（補助金等）
　配合飼料価格高騰対策や酪農経営維持
緊急対応対策事業など各種メニューが組
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まれていますが、財源の問題や資材・飼
料価格の高止まりの状況を考えると、令
和4年並みの補助金額は期待できないもの
と思われます。
（２）費用要因
　①飼料価格
　おか酪SPにおける飼料価格の推移を見
ると、令和4年は急激な円安により価格が
高騰しました。令和4年11月をピークに価
格はやや下がったものの、令和2年以前に
比べると、高値で推移しており、5月に再
度上昇しています。
　②海上運賃・為替変動
　飼料価格に影響する要因として、海上
運賃と為替は大きなファクターを占めて
います。
　まず、海上運賃に関してですが、令和3
年から4年にかけては、需要の増加やコロ
ナ禍からの経済回復に伴う原油価格上昇に
より上昇しています。令和5年については、
需要の減少により下落傾向にあります。続
いて為替は、令和4年10月に米国の金利の
上昇等により急速な円安となりました。そ
の後、円高に振れ、令和5年6月時点では
139円/ドル程度で推移しています。
　③動力光熱費
　電気料金では、中国電力が6月1日から
平均26％の値上げを発表していることか
ら、令和5年の電気代は増えることが予想
されます。
　また、燃料価格は高止まりで推移して
います。原油価格は、令和4年平均102.71
＄/バレルでしたが、令和5年4月までの平
均価格は86.23 ＄/バレルとなっています。
（３）収益予測
　①収入試算
　生乳販売収入は（１）①のとおり1,312,792
円、副産物収入は（１）②のとおりで
81,972円、雑収入は令和4年並みの補助金を
見込めないことから、令和3年数値を使用
しています。また、その他の収入は令和4

年と同額とします。収入の合計は経産牛1
頭当たり1,564,793円となり、令和4年度比
3.3％増の見込みとなります。

表10．収入試算表

　②費用試算
　肥料費は高止まり傾向であるため、対令
和4年比±0％としています。飼料費は配合
飼料の乳用牛（飼育用）の農業物価指数の
上昇分を反映し、経産牛1頭当たり798,361
円としました。動力光熱費については値上
げが予定されているものもありますが、農
業物価指数ではマイナスとなるため、こ
こでは対令和4年比±0％としています。ま
た、その他の費用は令和4年と同額としま
す。費用の合計は経産牛1頭当たり1,436,014
円となり、令和4年度比では3.5％の増と見
込まれます。

表11．費用試算表

　③所得試算
　上記①、②から経産牛1頭当たりの所得
は128,792円と、令和4年度比1.1％増となり
ました。副産物価格や補助金収入は減少す
るものの、乳価の値上げにより、飼料費の
上昇が6.4％にとどまれば、令和4年並みの
所得は確保できるという試算結果となりま
した。　
　しかしながら、令和2年の所得額235,729
円に比べると低水準であり、物価指数でみ
ると前年比100％を超える費目もあること
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から、楽観視はできません。
　岡山県の1戸当たり経産牛飼養頭数最頻
値は30～ 40頭であり、仮に夫婦二人で35
頭を飼養しているとした場合は、所得額は
4,508千円となります。大きな借金を抱えて
いなければ生活していける額ですが、民間
事業所での令和3年分平均給与額が、男性
5,453千円（平均年齢46.9歳）、女性3,020千
円（平均年齢46.8歳）であることを考えると、
夫婦二人が酪農外の仕事に就いていた場合
は、8,473千円の給与を得られることになり
ます。他産業並みの所得を確保するために
は、令和2年度と同程度の24万円/頭の所得
額が必要となります。

３．�酪農経営を維持するためにどのよう
な支援が必要か

　副産物価格の低迷や、飼料費・生産資
材等の高騰は、今後も継続する見通しで
す。酪農経営維持のためには、緊急的な
支援対策と長期的な経営基盤強化の取組
みが必要となります。
（１）販売価格への転嫁
　令和5年8月に飲用・発酵乳向け乳価が10
円値上げされ、飼料費の高騰の影響をどれ
だけ吸収できるか、今後も注視していく必
要があります。
　同時に8月からは多くの食品で値上げが
実施されました。価格転嫁により牛乳の消
費が落ちれば乳価の低下に跳ね返ってくる
可能性もあます。また、物流の「2024年問
題」により、集送コストの上昇で酪農家の
手取り乳価が下がる事態も否めません。こ
れらは酪農家個人で解決できる問題ではな
く、業界全体での取組が必要となります。
（２）生産性の向上
　乳価の値上げや補助金等は即時的に得ら
れるものではなく、かつ永続的に続くもの
ではありません。飼養管理の基本に立ち返
り、できることをきちんと行っていく時期
なのではないでしょうか。

　①収入の確保
　収入の増として、一つ目は乳質のペナル
ティによる損失を減らすこと、特に夏場に
体細胞数や細菌数が高くなる傾向があるの
で暑熱対策も重要です。二つ目に、繁殖性
の改善により副産物や年間乳量を増やし、
廃用牛を減らすことです。また、性判別精
液の利用による後継牛の確保と販売用子牛
の確保も有効です。
　②費用の削減
　疾病対策による診療衛生費の削減は乳量
や繁殖性の向上など、収入の増にもリンク
していきます。飼料給与量や質を下げるこ
とは、乳量・乳質や繁殖性などに影響する
ため、慎重にならざるを得ません。飼料を
変更する場合は、高品質な県産飼料を選ぶ
のも手段の一つです。
（３）県内産自給飼料の活用
　飼料自給率による所得への影響度を見て
きましたが、将来的な気候変動や戦争・感
染症等のリスクに対応するためには、安定
的な飼料の供給体制の構築が必要不可欠と
なります。
　①県内産飼料供給システムの構築
　土地や労働力などの面から、全ての酪農
家で自給飼料生産を推進していくことは現
実的ではありません。利用を希望する酪農
家と耕種農家とのマッチングや飼料の高品
質平準化、収穫後の飼料保管場所の確保、
コントラクターや機械の確保といった支援
策が求められます。
　②給与方法の提案
　供給側と同時に、利用する酪農家側への
フォローアップも進めていく必要がありま
す。個々の農家の労働力や飼養形態などに
合わせた給与方法の提案を関係機関が行
い、生産性の維持・向上につなげていくこ
とが求められます。

※�次号では肉用牛繁殖経営の収益について
掲載します。
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１　はじめに
　長引く輸入飼料価格の高騰により、畜
産経営では飼料費が増大し、経営を圧迫
しています。このような状況の中、国産
濃厚飼料の一つとして注目されているの
が「イアコーンサイレージ」です。当研
究所では、県内でイアコーンサイレージ
の普及・定着を図るため、農研機構等を
はじめとする関係団体とともに、令和２
年度から４年度にかけて共同研究を行っ
たので報告します。

２　イアコーンサイレージとは
　イアコーンとは、
写真１のように飼
料用トウモロコシ
の雌穂（子実、穂皮、
芯を含む）のこと
で、雌穂を英語で
ear（イア）と呼ぶ
ことに由来してい
ます。イアコーン
サイレージ（以下、ECS）は、このイアコー
ンのみをサイレージとして利用するもの
で、残った茎葉は野菜農家等が緑肥とし
て利用します。

３　ECSの栽培実証
　県内２地域（笠岡市、岡山市）の野菜
農家圃場（計5.1ha）において、デントコー
ンを試験栽培しました。栽培方法は、通
常の飼料用トウモロコシと同じです。
　収穫方法は、前述の共同研究により開
発されたイアコーン専用収穫アタッチメ
ント「スナッパヘッド」を汎用型飼料収

穫機に取り付け
ることにより、
雌穂を収穫、細
断して、ロール
に成型します（写
真３）。圃場には
短く切断された
茎葉だけが残り、すき込むことにより緑
肥として利用できます。

４　ECSの給与実証
　ECSの乳牛への給与実証を県内２農場
で実施しました。実証方法は、各農場で
作製しているPMR（部分混合飼料）に
ECSを混合した給与期間（試験区）と無
給与期間（対照区）との乳量及び乳質を
比較しました。利用したECSの飼料成分
は表１のとおりで、輸入飼料の圧ぺんト
ウモロコシに比べ、NDFなど繊維が多く、

〔技術のページ〕

イアコーンサイレージの普及・定着を目指して
岡山県農林水産総合センター　畜産研究所　飼養管理研究グループ

写真１　イアコーン

表１　イアコーンサイレージの飼料成分

写真３
イアコーンのロール

写真２　スナッパヘッド
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TDNが低いという特徴があります。
１）給与実証①：Ａ農場（搾乳牛約100頭）
　�　試験区の給与量は、対照区で給与し
ている慣行の濃厚飼料（圧ぺんトウモ
ロコシ、配合飼料）の一部（約1.5kg）
をECSに置き換えることとし、ECSの
１日１頭当たり給与量を現物重で2.4 ～ 
3.1kgとしました。
　�　試験区と対照区の泌乳成績は表２の
とおりでした。試験区の１頭当たり乳
量は対照区よりも２kg多く、乳成分に
ついては、対照区と同等でした。
表2　ECS給与実証における泌乳成績（A農場）

２）給与実証②:Ｂ農場（搾乳牛約60頭）
　�　ECSの１日１頭当たり給与量は、R
２年度は、配合飼料の一部をECSに置
換えて3.0㎏とし、R３年度はトウモロ
コシWCS（購入飼料）を全量ECSに置
き換えて4.0㎏としました。
　�　泌乳成績は表３のとおりで、試験区
の乳量や乳成分は対照区と同等でした。
表3　ECS給与実証における泌乳成績（B農場）

５　まとめ
　以上のことから、ECSは輸入濃厚飼料
の代替として利用可能で、乳量や乳質に
問題がないことを確認できました。給与
実証農家からは、「嗜好性も乳量も良い」
「１年分の量を確保したい」といった利用
に前向きな意見がありました。一方で、「牧
草ロールよりもカラスやネズミに狙われ
やすく、腐敗によるロスが多い」という

課題も挙げられました。
　また、ECSの生産コストは、野菜農家
が栽培経費を負担し、畜産農家がコント
ラクターへ収穫を委託し、自ら運搬する
場合、畜産農家の負担はTDN（可消化養
分総量）１kg当たり約48円となり、圧ぺ
んトウモロコシをTDN１kg当たり約65円
とすれば、約17円安くなると試算されま
す。実証試験の給与例では、ECSの利用
によりPMRのコストを5.4 ～ 11％削減で
きることになります。

６　おわりに
　ECSの生産を推進するには、まずは野
菜農家に土壌物理性の改善などの緑肥効
果を十分に認識してもらう必要がありま
す。一方で、トウモロコシの栽培、収穫
作業についてはコントラクターや畜産農
家の協力が不可欠で、耕畜連携のより一
層の強化が重要であります。
　スナッパヘッドは、来年にはメーカー
から市販化が予定されており、当研究所
では国産濃厚飼料の安定確保のための選
択肢の一つとして、県内でのECSの生産・
利用について、今後も情報提供、技術支
援を行っていきたいと考えています。

本研究は、農業機械技術クラスター事業「イ
アコーン収穫スナッパヘッドの現地適応化」
で実施したものです。



13

１　畜産普及指導計画の位置づけ
　畜産普及指導計画の肉用牛部門では、
県内全域で和牛の増頭に向けた取組を共
通課題とし、あわせて子牛の資質向上を
目的としています。
　備中県民局畜産第二班では、高梁家畜
保健衛生所等の関係機関とともに、おか
やま四ツ☆子牛認定率の向上を目指して
定期体測を行っています。今回は、管内
新見市内の育成牧場の飼養管理改善指導
について紹介します！
　管内の育成牧場は、新見市南部の繁殖
拠点施設として平成 20 年度末に完成し、
市内和牛農家の預託牧場となっています
（図 1）。

図1　育成牧場の概要

２　発育遅延の発生とその対策
　平成 31 年度から JAが当牧場の管理者
となり、正職員 1名、臨時職員 2名の計 3
名で管理していますが、労働力に限りが
あるため、特に哺育牛の管理・観察が十
分に行き届かず、下痢のまん延等で発育
遅延となることがありました。
　そこで、関係者が集まり、飼養管理の
改善対策方法を検討し、疾病まん延防止

のための牛舎消毒、哺乳器具の衛生的な
管理、給与飼料内容の見直し等に取り組
むことにしました。

３　TMRミキサーの導入と効果検証
　飼養管理改善策のひとつとして、TMR
ミキサー（図 2）を導入しました。これは
給与飼料が均等に混合されたTMR（完全
混合飼料）を作るものです。TMR給与で
は「選び食い」ができないので採食量が
増え、良好な発育が期待できます。また、
飼料を別々に給与する手間が減るので、
作業時間の低減も図れます。
　TMRミキサー導入後、約１年が経過し、
発育の改善傾向がみられたため、自家製
TMRを給与した令和 4 年 4 月から 12 月
と分離給与時の令和 3年 4 月から 12 月に
ついて、雌雄別、日齢別に体測結果を比
較し検証を行いました。

図2　TMRミキサー

４　発育成績
　表は子牛体測データ（令和 3年 :602 頭、
令和 4年 :556 頭）を 120 日齢まで（前期）、
120 から 200 日齢まで（中期）、200 日齢
以降（後期）の 3 区に分け、平均値を比
較したものです。

〔県民局だより〕

備中県民局畜産第二班

『千屋牛』育成牧場の
飼養管理改善に向けた支援とその成果
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表　発育成績（平均値）の比較

　表のとおり、発育が改善している区が
多く、ミキサーの導入効果が表れている
と考えられます。
　数値が伸びていない去勢の中期及び後
期の体高、中期の胸囲、雌の後期の胸囲
についても、標準的な発育以上の数値で
した。
　雌の中期及び後期の体高、前期及び中
期の胸囲については、改善は見られてい
ますが、標準的な発育と比べると小さい
個体も散見され、今後はその原因と改善
策を検討する必要があります。

５　おかやま四ツ☆子牛認定率
　おかやま四ツ☆子牛認定率は、雌で 4.0%
から 20.0%、去勢で 26.9% から 46.2% と、
大幅に向上しました（図 3）。

図3　おかやま四ツ☆子牛認定率

６　作業時間と子牛の病気等について
　分離給与時に比べ、作業時間は 1 人当
たり 1 時間／日短縮されました。このこ
とにより、観察にかける時間が増え、疾
病は重症化せず、治療回数が減少し、ま
ん延も防止することができました。その
結果、良好な発育に結びついたと考えら
れます。
　飼育管理者の感想は「育成牛の食い込
みが向上し、治療が長引く重篤な下痢が
減った」「哺育牛にも混合飼料を給与した
ことで、哺育から育成の移行がスムーズ
になった｣ と好印象でした。

７　まとめ
　自家製 TMR給与により、作業時間に
ゆとりができ、観察を励行することで、
病気の重症化・まん延防止につながりま
した。
　また、選び食いが減り、子牛の発育は
全体的に改善され、四ツ☆子牛認定率が
向上しました。
　今後も、四ツ☆子牛認定率のさらなる
向上を目指し、雌子牛の発育改善を中心
に指導を行い、千屋牛振興を図っていき
ます。
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牛のクロストリジウム感染症とは？
　クロストリジウム属菌（以下、菌）は、
気腫疽、悪性水腫、クロストリジウム・パー
フリンゲンス感染症（旧：壊死性腸炎）、
牛ボツリヌス症など様々な病気を引き起こ
します。また、ひとたび発生すると、多く
の牛が急死するなど大きな被害を及ぼすこ

県内の発生状況
　悪性水腫、牛クロストリジウム感染症、
牛ボツリヌス症については、過去６年以内

とがあります。
　菌は、土壌や河川等、広く自然界に分布
し、健康な動物の体内にも存在しているた
め、全ての農場の牛で発症する可能性があ
ります。また、有効な消毒薬は、塩素系、ヨー
ド系、アルデヒド系に限られます。

に発生があります。発生数は少ないものの、
毎年発生の報告があげられています。

〔家畜衛生〕

牛のクロストリジウム感染症とワクチン
一般社団法人岡山県畜産協会　家畜衛生部

　疾病名と原因菌及び症状をまとめると次の表になります。
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予防方法は？
　原因菌の増殖や毒素の産生を防ぐことは
できませんが、体内の毒素を中和し、発症
を防ぐことができる有効なワクチンがあり
ます。
　ワクチンの効果を高めるために、農場の
清掃・消毒、防鳥ネットや殺鼠剤の設置な

どの野生動物侵入防止対策、良質な飼料の
給与を徹底しましょう。特にサイレージは、
土壌や野生動物の死骸等の混入のない良質
なものを給与しましょう。
　そのうえで、下記のワクチンを適切に接
種しましょう。

　ワクチン接種プログラム

※資料提供・文献
　�岡山県・動物用ワクチン利用の手引き（牛用ワクチン編）動物用ワクチン等保管協議会・
ワクチン使用説明書
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　はじめまして。柴田薫です。
　農業共済組合 美作家畜診療所（旧北部
基幹家畜診療所）で働き始めて約3年が経
ちました。もうご存じの方もいらっしゃ
るかと思いますが、この場をお借りして
自己紹介をさせていただきます。
　出身は愛知県名古屋市で、高校では女
子軟式野球部に所属していました。私の
時代は今ほど女子野球人口が多くなく、
チーム数も少なかったので地区予選なし
で全国大会に出場できていました。野球
と並行してテニススクールにも通い、割
とスポーツに明け暮れていた生活をして
いました。
　私が獣医師を将来の夢と決めたのは小
学生の時からです。その理由の1つめは動
物が好きということ、もう1つは父親が動
物嫌いだったことです。犬や猫を飼うこ
とはもちろん禁止で、頼み込んでやっと
金魚やカブトムシなどが飼育できていま
した。毛のある動物に憧れていた小学生
の頃の私は金魚やカブトムシの飼育では
気持ちは満たされず、暇さえあれば近所
の動物園やふれあい牧場に連れて行って
もらい、ヒツジやヤギを触りに行ってい
ました。動物園に通うにつれ、仕事にす
れば父親に反対されず好きなだけ動物と
触れ合えるのでは、と考えはじめたのが
獣医師を目指したきっかけです。
　大学は北海道江別市にある酪農学園大
学へ進学しました。大学入学当初は漠然
と動物園で働きたいな、と思っていまし
たが倍率が高いと聞きすぐに諦めました。
その後、産業動物の研究室へ進み、その
まま周りに流され産業動物臨床の道へ足

を踏み入れました。
　就職するまで岡山県に一度も来たこと
がなく、縁もゆかりもない場所で就職し
た理由は新型コロナウイルス感染症です。
ちょうど流行し始めた頃でなかなか希望
通りに実習の受け入れや面接をしてもら
えず、最初に面接を行ってくれたのが岡
山県農業共済組合でした。
　現在は、大学に入り一人暮らしを始め
てから、親元を離れたのをいいことに一
緒に暮らしているコル（写真上、8才♀）と、
津山市に来てから仲間入りしたチョビ（写
真下、1才♀）の2匹のひげ猫と住んでい
ます。
　ここまで私の自己紹介にお付き合いい
ただき、ありがとうございました。知識
も技術も乏しく、わからないことだらけ
の未熟者ですが、どこかでお会いするこ
とがあれば、よろしくお願いします。ま
だ暑い日が続くと思いますが、お体に気
を付けてお過ごし下さい。

〔共済フレッシュさん〕

産業動物獣医師として働き始めて
美作家畜診療所　　柴田　薫 
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　私たち家族が経営する江草牧場は高梁市から車
で50分、長い坂道を上り切った備中町平川にあり
ます。広島県との県境で和牛繁殖肥育一貫経営を
行っています。父が36年前に繁殖肥育合わせて約
10頭で経営を開始し、現在では、肥育230頭、繁
殖雌牛110頭、子牛60頭まで規模を拡大しました。
　現在は父、叔父、母と4人で牛を管理しています。
父と叔父が肥育部門、母が哺乳部門、そして私は
繁殖、育成部門を担当しています。私は今年30歳
の節目を迎えました。昨年には第三子となる娘も
誕生し、家族のために日々頑張っているところで
す。私は平成24年に中国四国酪農大学校へ入学し、
2年間勉強をしました。卒業後の平成26年に実家
へ戻り、就農しました。当時は繁殖雌牛の頭数は
50頭程でした。在学中から繁殖雌牛を増頭すると
決めていましたし、素牛価格も高騰しており、導
入ばかりでは厳しい状況だっだので、少しずつ増
やしていき、現在では倍近くの110頭まで増頭し
ました。ただ増やすだけで無くて、系統や掛け合
わせを研究したり、先輩方から教えてもらったり
して優良な雌牛を保留してきました。在学中に人
工授精師と受精卵移植の免許を取得したので、自
分で精液を購入して、交配を考えて種付けを行っ
ています。また、採卵も積極的に行い、優良牛の
早期確保、販売による収益アップを図っています。
　私は増頭する事により管理不足にならないよう
に、ICT技術を導入して繁殖雌牛を管理していま
す。就農して1年後の平成27年にはモバイル牛温
恵と養牛カメラを導入しました。モバイル牛温恵
は体温センサーを用いた母牛の遠隔監視サービス
の事です。母牛の膣内にセンサーを留置して体温
を監視することで、分娩の兆候の発見や異常を検
知してスマートフォンにメールで知らせてくれ
ます。これにより24時間体制での監視の必要がな
くなり、精神的にもゆとりができ、計画的な分娩
や牛房をきれいにして出産を迎えることができま

す。また、養牛カメラを分娩舎に設置しています。
無線LANでスマートフォンと連携しており、い
つでも分娩状況を確認できます。この2つのICT
の導入で事故が減ったのはもちろん、分娩舎に付
きっきりでなくて良いので、他の作業も捗ります。
　令和2年にはFarmnote Color（ファームノート
カラー）を導入しました。これはAI（人工知能）
を活用した牛の管理ソフトです。牛1頭ずつにセ
ンサーを取り付ければ、その牛の活動状況や発情
兆候、授精適期時刻を知らせてくれます。調子の
悪い牛がいれば知らせてもらえるので、早い段階
で獣医さんに診療してもらうことができます。ま
た、繁殖管理もする事が出来るので、仕事がスムー
ズになり、精神的にも楽になりました。また、家
族との時間も作れるようになりました。
　また、暑熱対策のためにミスト機の設置をして
います。こちらは子牛育成牛舎に設置しています
が、夏でも子牛は快適に過ごしてくれているよう
です。
　繁殖部門だけでなく、肥育部門の方にも携わっ
ています。江草牧場ではブランド牛の「備中牛」
となる牛を肥育しています。近年脂肪交雑が急激
に上がっている中、風味良く美味しい脂肪に仕上
がるように工夫をこらしています。
　令和9年には全国和牛能力共進会が北海道で開
催されます、そこに江草牧場の牛が出品できるよ
うに努力を続けていきます。

〔畜産現場の声〕

ICT技術の導入で効率化
高梁市　江草牧場　江草　真一 
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残暑お見舞い申し上げます

西日本興農株式会社
〒708-0841　津山市川崎86-1

TEL 0868-26-1180　FAX 0868-26-6836

畜産機械器具、資材取扱
残暑お見舞い申し上げます

代表取締役　柿 本 平 三

残暑お見舞い申し上げます

代表理事組合長  長恒　充
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会長  中村　金一
役職員一同

残暑お見舞い申しあげます

残暑お見舞い申し上げます

残暑お見舞い申し上げます

残暑お見舞い申し上げます

会長理事  宮武　  博
〒７００－０８２６　岡山市北区磨屋町９番１８の４０１号（岡山県農業会館）
ＴＥＬ（０８６）２２２－３２1８　　ＦＡＸ（０８６）２２６－３４４３

農家のための優良保証機関
岡山県農業信用基金協会

理事長  坂本　修三
役職員一同

〒７００－０９７３　岡山市北区下中野３５０－１０３
ＴＥＬ（０８６）２４１－４７３３　　ＦＡＸ（０８６）２４１－４７２２

（一社）岡山県配合飼料価格安定基金協会

会長  狩谷 和宏
　　　役員一同

岡山県家畜人工授精師協会

公益社団法人 岡山県獣医師会

〒700-0973　岡山市北区下中野350̶103
TEL （086）243－1879 FAX （086）241－8543 http://www.oka-vet.or.jp/

畜産経営の安定に寄与する

暑い夏が過ぎれば、受胎率向上のチャンスです！
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残暑お見舞い申し上げます

岡 山 県 孵 卵 協 会
会長　山　上　祐一郎

残暑お見舞い申し上げます

役　員　一　同
会長　安　原　健　二

残暑お見舞い申し上げます

岡山県養豚振興協会
会長  菱川 大二郎

事務局　岡山市北区磨屋町９－１８　岡山県農業会館
　　　　（一社）岡山県畜産協会内　（０８６）２３４－５９８１

残暑お見舞い申し上げます
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お問合せ：（公社）中央畜産会　経営支援部（情報）　TEL03-6206-0846

畜産現場の“今”を30分の番組にしました！
映像を各種研修会、セミナーにご活用ください！
配信中の内容 ： 国産原料100％の飼料で黒毛和牛を肥

育する農家に密着！／シリーズ 令和の畜
産危機にさせないために／放牧で飼料
代・燃料代を抑えた酪農経営／他

６６
◀スマートフォンからはこちら
▼パソコンからはこちらで検索

（公社）中央畜産会からのお知らせ

がんばる畜産
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死亡牛・死亡豚他の処理

廃食油

医療廃棄物

有機性汚泥

動植物性残渣

取扱品目

岡 山 本 社   〒712-8055  岡山県倉敷市南畝1丁目13番1号

広島事業所   〒738-0513  広島県佐伯区湯来町大字伏谷今山10137番58

福山事業所   〒729-3102  広島県福山市新市町相方1089-19

鳥取事業所   〒680-0906  鳥取県鳥取市港町51番地

津山事業所   〒708-1544  岡山県久米郡美咲町周佐1377-4

たつの事業所   〒679-4116  兵庫県たつの市神岡町沢田字平岩ﾉ下1363番地

大村事業所   〒856-0009  長崎県大村市松原本町565番地13

TEL 086（450）3807
FAX 086（450）4008
TEL 0829（40）5177
FAX 0829（40）5178
TEL 0847（54）2007
FAX 0847（54）2008
TEL 0857（50）1736
FAX 0857（50）1738
TEL 0868（62）1232
FAX 0868（62）1233
TEL 0791（64）0080
FAX 0791（64）0081
TEL 0957（46）3800
FAX 0957（46）3824

株式会社　正和 代表取締役　岸　小三郎

岸化学グループ 残暑お見舞い申し上げます

残暑お見舞い申し上げます
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残暑お見舞い申し上げます

岡山市北区今保99番地 3

Tel.086-259-1230　Fax.086-259-1231

残暑お見舞い申し上げます
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生乳集荷の「安全・安心」な輸送業務に取り組んでおります。
株式会社　きびじ酪農運輸　　代表取締役　笹野　英明

０９７８－３９）６６８０（LET　１－０７田門市社総　６５１１－９１７〒　　　社　　　本
阿曽事務所　　　〒７１９－１１０３   総社市西阿曽前田１９３－４

１０３８－９９）６６８０（XAF　　００３８－９９）６６８０（LET　　　　　　　　

残暑お見舞い申し上げます

残暑お見舞い申し上げます
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残暑お見舞い申し上げます

残暑お見舞い申し上げます
人と動物の健やかな共生環境づくりに貢献します 

〒441-8021  
 愛知県豊橋市白河町100番地 
 TEL 0532-34-3821 FAX 0532-33-3611 

・北海道支店 
 札幌 
 
・東日本支店 
 前橋、松本、旭、茨城、栃木、東京 
 大宮、宮城、福島 
 
・中日本支店 
 豊橋、安城、浜松、沼津、岐阜、名古屋 
 
・西日本支店 
 広島、山口、米子、岡山、大阪、京都 

https://www.asco.sala.jp 

本 社 

営業所 

東京本社 

〒103-0027 
 東京都中央区日本橋1丁目16番地3号 
 日本橋木村ビル7階 
 TEL 03-6225-5790 FAX 03-6225-5791 

人と動物の健やかな共生環境づくりに貢献します 

〒441-8021  
 愛知県豊橋市白河町100番地 
 TEL 0532-34-3821 FAX 0532-33-3611 

・北海道支店 
 札幌 
 
・東日本支店 
 前橋、松本、旭、茨城、栃木、東京 
 大宮、宮城、福島 
 
・中日本支店 
 豊橋、安城、浜松、沼津、岐阜、名古屋 
 
・西日本支店 
 広島、山口、米子、岡山、大阪、京都 

https://www.asco.sala.jp 

本 社 

営業所 

東京本社 

〒103-0027 
 東京都中央区日本橋1丁目16番地3号 
 日本橋木村ビル7階 
 TEL 03-6225-5790 FAX 03-6225-5791 

人と動物の健やかな共生環境づくりに貢献します 

〒441-8021  
 愛知県豊橋市白河町100番地 
 TEL 0532-34-3821 FAX 0532-33-3611 

・北海道支店 
 札幌 
 
・東日本支店 
 前橋、松本、旭、茨城、栃木、東京 
 大宮、宮城、福島 
 
・中日本支店 
 豊橋、安城、浜松、沼津、岐阜、名古屋 
 
・西日本支店 
 広島、山口、米子、岡山、大阪、京都 

https://www.asco.sala.jp 

本 社 

営業所 

東京本社 

〒103-0027 
 東京都中央区日本橋1丁目16番地3号 
 日本橋木村ビル7階 
 TEL 03-6225-5790 FAX 03-6225-5791 



　いつからこんな国になったのだろう。日本人は、もっと謙
虚で勤勉、礼儀正しい国民性だったはずだ。毎日のよう
に殺人事件、詐欺事件、公人の不祥事等が報道され、
専門家と称するコメンテイターやバラエティー芸能人が
したり顔で酷評する。
　流石にＮＨＫと言える番組もあるが、似たり寄ったりで
薄っぺらな番組ではテレビ離れも当然の結果だ。
　年を取ると昔を懐かしみ現状を嘆くものだが、とうとう自
分自身も仲間入りしたのか、愚痴が多くなったので「あと
がき」担当も辞め時だろう。
　次回からは、新たな担当にバトンタッチ。約４年間、お
付き合いありがとうございました。（Y.N）

あとがき

　本号【技術のページ】で報告されているイアコーンサイレージについ
て、令和５年７月27日（木）にアグリアシストシステム（株）が笠岡湾干
拓地の圃場で収穫・調製を行いました。
　この取り組みは、野菜農家は緑肥として、畜産農家は飼料として、
共に利益を受けることができます。経済学で有名な例に、養蜂家とリン
ゴ農家の関係（蜂蜜の収集とりんごの樹の受粉で共に利益を受ける）
がありますが、本取り組みも同様に有名な取り組みなるよう期待しています（R.I）。
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高梁市　江草　真一さん（肉用牛）
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〔県民局だより〕
　『千屋牛』育成牧場の
　飼養管理改善に向けた支援とその成果
　　　備中県民局畜産第二班 13

〔家畜衛生〕
　牛のクロストリジウム感染症とワクチン
　　　（一社）岡山県畜産協会　家畜衛生部 15

〔共済フレッシュさん〕
　産業動物獣医師として働き始めて
　　　美作家畜診療所　柴田　薫 17

〔畜産現場の声〕
　ICT技術の導入で効率化
　　　高梁市　江草　真一 18

〔酪農施策〕
　岡山県の酪農振興施策について
　　　岡山県農林水産部畜産課 1

〔トピック〕
　『事業性評価』の取組み
　　　日本政策金融公庫岡山支店農林水産事業 4

〔特集〕
　飼料価格等高騰に伴う岡山県内畜産の収益動向
　＜酪農経営編＞
　　　（一社）岡山県畜産協会　経営支援部
　　　　　　　高尾　奈々 6

〔技術のページ〕
　イアコーンサイレージの普及・定着を目指して
　　　畜産研究所　飼養管理研究グループ 11

残暑お見舞い
申し上げます

会 長　藤原　雅人

安全・安心な肉用牛・肉豚・鶏卵の生産農場

岡山JA畜産グループ

残暑お見舞い申し上げます

新見市哲多町田淵１６２６番地の１

岡山JA畜産株式会社 代表取締役 菱川大二郎

新見市哲多町田淵１６２６番地１

有限会社 哲多和牛牧場 代表取締役 谷田　　宏

畜産


